
【様式１】 

河川事業の再評価項目調書 

事 業 名 (箇所名) 高津川水系直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 高津川水系直轄管理区間 

該  当  基  準 
社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要性が生じた事業（整備計

画策定） 

事  業  諸  元 
【堤防整備】・築堤 大塚地先：L=200m、須子地先：L=400m、奥田地先：L=700m 

【河積確保】・河床掘削 0.2～4.0k：V=393 千 m3、4.9～9.5k：540.3 千 m3 

事  業  期  間 平成 20 年～平成 49 年 

総 事 業 費 (億円) 90  残 事 業 費 (億円) 90  

目 的 ・ 必 要 性 

・高津川は、下流部に人口と資産の集中する益田市街地を控え、既往最大の昭和 47 年 7

月洪水、昭和 58 年 7 月洪水等により、過去、幾多の甚大な被害が発生している。 

・益田市の石西地域における都市機能の中枢性や資産の集積状況を考えれば、堤防決壊に

よる被害は深刻なものになることが予想される。このため、治水・利水・環境のバラン

スを考慮した高津川の計画的な治水対策を実施していくことが必要となる。 

便 益 の 主 な 根 拠 
整備目標流量流下時：浸水軽減戸数 1,508 戸  浸水軽減面積 335ha 

・便  益 ：  60 億円   ・残存価値 ：   2 億円  ・総 便 益 ：  62 億円 

B：総便益 

（億円） 

C:総費用 

（億円） 
B/C B-C EIRR 基準年度 事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 
62 50 1.24 12 5.8% H20 

事 業 の 効 果 等 

・下流区間(益田市街地)においては、4,900m3/s (高角地点：河川整備基本方針で定めた

河道において分担する流量4,900m3/sに相当する洪水)が発生しても安全に流下させる。

・上流区間においては、既往第 2 位の昭和 18 年 9 月洪水が再び発生しても、安全に流下

させる。(派川分派点：4,300m3/s) 

社会情勢等の変化 

・流域内の人口・世帯数は減少しているが、近年、相次いで開発された萩・石見空港、石

見臨空ファクトリーパーク、益田地区国営農地開発事業を基盤とした工業・農業等の振

興が期待されている。 

・近年でも洪水被害を受けており、治水事業の要望は強い。 

事業の進捗状況 

・平成 20年 7 月 3日に高津川水系河川整備計画(国管理区間)策定。 

・整備計画対象期間 30 年を目標に事業を遂行。 

・現在までの進捗率は、下流区間 90.5％(区間最小流下能力 Q=3,169m3/s、整備計画目標

Q=3,500m3/s)、上流区間 80.9％(区間最小流下能力 Q=2,185m3/s、整備計画目標

Q=2,700m3/s)である。 

事業の進捗の見込み 

・ 下流区間(益田市街地)では、30 年間で 4,900m3/s (高角地点：河川整備基本方針で定め

た河道において分担する流量 4,900m3/s に相当する洪水)の流下能力を満たす整備を行

う。 

・ 上流区間では、30 年間で 4,300m3/s (派川分派点：昭和 18 年 9月洪水)の流下能力を満

たす整備を行う。 

・住民意見、関係自治体の長並びに関係機関の意見を伺い策定していることから、今後の

円滑な事業進捗が見込まれる。 

・奥田箇所については、着手しており順調に進捗している。 

コスト縮減や代替案 

立案等の可能性 

・住民意見、関係自治体、関係機関及び学識経験者等に意見を伺い策定した計画であるこ

とから、現時点では妥当な計画となっている。 

・事業の投資効果も高いことから、代替え案の検討の必要は無いと考える。 

対 応 方 針  

・高津川水系河川整備計画対象区間において、治水安全度向上の必要性、費用対効果、地

元の協力体制等の観点から事業継続が妥当。 

・今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも配慮し

て事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

対 応 方 針 理 由 ・治水安全度向上の必要性、費用対効果、地元の協力体制等の観点から事業継続が妥当。

そ の 他 － 
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【様式１】 

河川事業の事業評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 千代川水系直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 千代川水系直轄管理区間及び鳥取県鳥取市国府町殿 

該  当  基  準 
社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業（整備計

画策定） 

事  業  諸  元 

【堤防整備】・築堤 稲常地先他６箇所 

【河積確保】・河床掘削 秋里地先他４箇所 

【ダム建設】・殿ダム 

型式：ロックフィルダム、ダム高：75.0m、総貯水容量：12,400千m3 

付替道路：24.5km、家屋補償：32戸、用地買収：135ha 

事  業  期  間 平成19年～平成38年 

総 事 業 費 (億円) 1,045(95+950) 残 事 業 費 (億円) 541(95+446) 

目 的 ・ 必 要 性 

【洪水調節】 

千代川流域は、鳥取市と八頭郡の1市3町からなり、流域の土地利用は山地が約92％、

田畑等の農地が7％であり、宅地等の市街地が1％となっている。千代川の改修は、昭和

初期に千代川の下流河道改修のほか、袋川及び河口の付替えを実施してきた。しかし、

戦後最大となる昭和54年10月洪水により甚大な被害を受け、近年でも浸水被害が発生し

ている。今後、戦後最大規模の洪水が発生した場合、多大な被害が想定されるため、河

川改修及び殿ダム建設を実施する必要がある。 

【利水（殿ダム）】 

鳥取市では、近年でも平成2年や平成6年など、度重なる渇水により農作物の被害や

上水の給水制限などが発生している。水利用の緊迫する袋川・新袋川上流に殿ダムを

建設し、河川流状の改善と上・工水の補給を実施する。 

便 益 の 主 な 根 拠 

整備目標流量流下時：浸水軽減戸数 15,450戸  浸水軽減面積 1,640ha 

①河川改修 ・便益：599.4億円  ・残存価値： 2.6億円 

②殿ダム  ・便益：975.8億円  ・残存価値：17.9億円 

・総便益：1,595.7億円 

B：総便益 
（億円） 

C:総費用 
（億円） B/C B-C EIRR 基準年度 事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 
1,595.7 557.3 2.9 1,038.4 13％ H19 

事 業 の 効 果 等 
戦後最大洪水である昭和54年10月洪水と同規模の洪水が発生しても、安全に流下させ

る。(行徳4,200m3/s) 

社会情勢等の変化 
・中国横断自動車道（姫路鳥取線）が建設中であり、物流量や入り込み客数の増加が期

待される地域交通の要衝でもある。  

事業の進捗状況 

・平成19年5月千代川水系河川整備計画策定。 

・整備計画対象期間20年を目標に事業を遂行。 

【河川改修】 

・改修目標流量(4,200m3/s)に対する現況流下能力の割合：90％ 

・宮ノ下地先：袋川右岸5.4K～6.6Kの内5.4K～5.8kまでは暫定施工済 

【殿ダム建設事業】 

・事業の進捗状況：平成20年度3月末現在で進捗率60%（事業費換算） 

      ダム本体工事 基礎掘削約78％施工済み（H20.5現在） 

付替道路工事 主要地方道鳥取国府岩美線は約86%施工済み（H20.3現在） 

・用地補償の状況：家屋：32戸全て移転済み。進捗率100% 

            土地：全体135ha契約済み。進捗率99% 

・関係する利水事業の状況： 

  鳥取市水道：鳥取市水道事業経営変更（市町村合併に伴う変更）を実施中 

  鳥取地区工業用水道：平成8年4月より暫定供給開始（5,000m3/日） 

平成16年4月現在、13,720m3/日を暫定水利権により取水中 

袋川発電所（仮称）建設事業：発電所の実施設計中 

事業の進捗の見込み 

・住民意見、関係自治体の長並びに関係機関の意見を伺い策定していることから、今後

の円滑な事業進捗が見込まれる。 

・国英地区、宮ノ下地区等については事業に着手しており順調に進捗している。 

・殿ダムについては、基本計画どおり平成23年度に事業完了予定。    

3



【様式１】 

コスト縮減や代替案

立案等の可能性 

・住民意見、関係自治体、関係機関及び学識経験者等に意見を伺い策定した計画である

ことか、現時点では妥当な計画となっている。 

・事業の投資効果も高いことから、代替え案の検討の必要は無いと考える。 

・殿ダム建設事業については､進捗状況、費用対効果を鑑み、継続が妥当であり、現状

での代替案の立案の可能性はない。（平成20年度第1回事業評価監視委員会にて審議

済） 

対 応 方 針 

・千代川水系河川整備計画対象区間において、治水安全度向上の必要性、費用対効果、

地元の協力体制等の観点から事業継続が妥当。 

・今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも配慮

して事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

対 応 方 針 理 由 
・治水安全度向上の必要性、費用対効果、地元の協力体制等の観点から事業継続が妥

当。 

そ の 他 － 
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Ⅰ 河川整備基本方針と河川整備計画

河川整備基本方針
（長期的な基本方針）

河川整備基本方針
（長期的な基本方針）

河川整備計画
（20~30年の具体的・段階的な計画）

河川整備計画
（20~30年の具体的・段階的な計画）

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
２．河川の整備の基本となる事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項
・主要な地点の計画高水流量に関する事項
・主要な地点の計画高水位、計画横断形に係る川幅に関する事項
・主要な地点の流水の正常な機能を維持するために必要な流量に関する事項

１．河川整備の目標に関する事項
２．河川の整備の実施に関する事項

・河川工事の目的，種類及び実施の場所，設置される河川管理施設の機能の
概要

・維持の目的，種類及び実施の場所

内

容

河川整備基本方針(案)
の作成

河川整備基本方針
の作成・公表

社会資本整備審議会
（一級水系）

都道府県河川審議会※

（二級水系）

意見

※都道府県河川審議会がある場合

原 案

河川整備計画
の決定・公表

河川整備計画(案)
の決定

学識経験者の意見聴取

公聴会の開催等関係住民の意見を反
映させるために必要な措置

地方公共団体の長の意見聴取
手

続

等 国土交通大臣 が策定 地方整備局長等 または 都道府県知事 が策定

水系毎に策定

一連の河川整備の効果が発現する単位
・一級河川の指定区間外は、水系毎
・一級河川の指定区間は、水系毎又は本川
及び一次支川の流域毎

・二級河川は概ね水系毎
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2

国土交通省所管公共事業の再評価実施要領

第四 再評価の実施及び結果等の公表について

１ 再評価の実施手続

(4) 河川事業，ダム事業については，河川法に基づき，学識経験者等から構成される委員会等
での審議を経て，河川整備計画の策定・変更を行った場合には，再評価の手続きが行われたも
のとして位置付けるものとする。

第六 事業評価監視委員会

６ 河川整備計画の点検の手続きによる場合の取扱

河川事業，ダム事業については，河川整備計画策定後，計画内容の点検のために学識経験者
から構成される委員会等が設置されている場合は，事業評価監視委員会に代えて当該委員会で
審議を行うものとする。

河川及びダム事業の再評価実施要領細目

第四 再評価の実施及び結果等の公表

１ 再評価の実施手続き

(3) 河川整備計画の策定・変更が行われたときの対応について実施要領第四 １(4)の規定に基
づき河川整備計画の策定・変更により再評価の手続きが行われた場合には，その結果を事業評
価監視委員会に報告するものとする。

Ⅱ 河川整備計画と事業評価
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1-1．高津川水系の流域及び河川の概要

流域図及び氾濫域の諸元
流域面積 ：1,090km2

幹川流路延長 ：81km
流域内人口 ：約 3.9万人
想定氾濫区域面積 ：39km2

想定氾濫区域内人口 ：約2.8万人
想定氾濫区域内資産額：約3,500億円
主な関係市町村 ：益田市、津和野町、吉賀町

河川整備基本方針と河川整備計画
計画降雨：353mm/2day(W=1/100)
基本高水のピーク流量：5,200m3/s(高角地点)
計画高水流量 ：4,900m3/s(高角地点)
整備計画目標：

①本川3.3k～14.2k 昭和18年9月洪水
②本川0.0k～ 3.3k 昭和47年7月洪水

4,900m3/s(高角地点)

■高津川は、島根県鹿足郡吉賀町田野原に源を発し、匹見川・白上川等の支川を合わせて益田平野を流れ、日本海へ注ぐ
■山地面積が９６％を占めており、本川及び匹見川上流域を1,200～1,300ｍ級の中国山地が取り囲む
■源流域の勾配は緩やかであるが、上流域の降水量は2,000mmを超え、地形的に降雨が下流へ一気に流れ出やすい

地形・河川特性及び降水量
■高津川本川の河床勾配は比較的緩やか
■高津川流域は全体的に平地に乏しく、急峻な山

地となっている
■本川上流から匹見川上流にかけ1,200～1,300m

級の山地が連なる

降雨特性

■高津川上流域の降雨量は全国平均を大きく上回る
（約2,200mm／年）

■匹見川の洪水が合流し、益田市街地に一気に流れ込
む

主な洪水被害と既定計画
・高津川水系全体の堤防整備率(完成堤の

比率：H17年度末時点)
完成堤防 約90％
暫定堤防 約3％
無堤 約7％（河口右岸の大塚地区、

河口 から６km付近の
奥田地区等）

これまでの治水事業

計画高水流量配分図

流域図

柿木付近の「穿入蛇行」の様子

下流域の沖積平野（横田盆地）

横田盆地

高津川流域における年間の平均降水量分布図
(平成7年～平成16年データに基づき作成)

:流域の水の流れ
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(棟)

床上浸
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53 22260約2,500m3/s梅雨前線昭和58年7月洪水
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約3,300m3/s

約3,200m3/s

台風

梅雨前線

平成9年7月洪水

不明2,590約4,000m3/s台風昭和18年9月洪水

1,25464約5,000m3/s梅雨前線昭和47年7月洪水

昭和60年6月洪水

浸水面積
(ha)

家屋被害流 量成 因洪水名

不明3,6073,194(美濃郡)死者・不明者136名

(益田町)死者・不明者108名

人的被害

床下浸水
(棟)

床上浸
水(棟)

全半壊
家屋(棟)

209314

1,232751

25

155

260

9

53 22260約2,500m3/s梅雨前線昭和58年7月洪水

123

3482

約3,300m3/s

約3,200m3/s

台風

梅雨前線

平成9年7月洪水

不明2,590約4,000m3/s台風昭和18年9月洪水

1,25464約5,000m3/s梅雨前線昭和47年7月洪水

昭和60年6月洪水

浸水面積
(ha)

家屋被害流 量成 因洪水名

河川整備基本方針の策定 基準地点：高角 計画流量：4,900m3/s、（基本高水ピーク流量：5,200m3/s)

災害復旧事業

白上川直轄編入

工事実施基本計画の策定 一級河川指定 高津川、高津川派川及び匹見川が直轄編入
基準地点：高角 計画流量：4,200m3/s、（基本高水ピーク流量：4,200m3/s)

高津川改修計画の立案 基準地点：高角 計画流量：4,200m3/s、（基本高水ピーク流量：4,200m3/s)

災害復旧工事 昭和23年度までに災害復旧

平成19年5月

昭和47年

昭和19年

昭和23年

昭和42年

昭和46年

内容年次

河川整備基本方針の策定 基準地点：高角 計画流量：4,900m3/s、（基本高水ピーク流量：5,200m3/s)

災害復旧事業

白上川直轄編入

工事実施基本計画の策定 一級河川指定 高津川、高津川派川及び匹見川が直轄編入
基準地点：高角 計画流量：4,200m3/s、（基本高水ピーク流量：4,200m3/s)

高津川改修計画の立案 基準地点：高角 計画流量：4,200m3/s、（基本高水ピーク流量：4,200m3/s)

災害復旧工事 昭和23年度までに災害復旧

平成19年5月

昭和47年

昭和19年

昭和23年

昭和42年

昭和46年

内容年次

主な洪水被害

主な工事と既定計画

基本高水ピーク流量：5,200m3/s

高津川水系直轄河川改修事業
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1-2．高津川水系河川整備計画における治水事業の概要

■「魅力あふれる川づくり」等を基本理念に、国管理区間である19.98kmを対象とする
■既往第2位の昭和18年9月洪水と同規模の洪水に対して全川に渡り、流水の安全な流下を目指す
■都市の中枢機能を擁している益田市街地の区間は、河川整備基本方針で位置付けられている、河道において分担する流量4,900m3/s
（高角地点）に相当する流水の安全な流下を目指す
■河川整備計画の対象期間は概ね30年間

堤防整備

高津川右岸5.6k～6.3k奥田③

高津川右岸2.4k～2.8k須子②

高津川右岸0.0k～0.2k大塚①

区間地先名No

匹見川

0.4k～0.7k

高津川

4.9k～9.5k

高津川

0.2k～4.0k

区間

河床掘削に伴う樹木伐開を含む横田地先③

河床掘削に伴う樹木伐開を含む虫追・安富地先②

河床掘削に伴う樹木伐開を含む中の島・高津・
須子・飯田地先

①
備考地先名No

河積確保のための河床掘削(樹木伐開含む)を
実施する区間

河積確保

日
本
海

高角

■

神田
●

白
上
川

高
津
川
派
川

1,900

4,900 3,500 2,700

匹
見
川

（単位：m3/s）

高津川

520

隅村●

飯田●

内田●

分流点

4,300

分流量1,100

3,300

3.3k

1,200

■：基準地点

●：主要な地点

派 川

2km

3km

4km
3.2k

1km 1km

高津川

2km 河床掘削

派 川

2km

3km

4km
3.2k

1km 1km

高津川

2km 河床掘削

①河床掘削

0km

1km

高津川

匹見川 0km

高津川

1km
0.6k

河床掘削

0km

1km

高津川

匹見川 0km

高津川

1km
0.6k

河床掘削

③河床掘削

7km
6km

5km

高
津
川

河床掘削

7km
6km

5km

高
津
川

河床掘削

②河床掘削

高津川 2.6k 

築堤 
計画線

(m) 

(T.P.m) (T.P.m) 
用地境界

T.P.+7.10

■堤防の高さや幅の足りない区間の築堤を実施する

治水に係る整備内容

①河床掘削
(樹木伐開含む)

②河床掘削
(樹木伐開含む)

③河床掘削
(樹木伐開含む)

6km

7km

①高津川河川

防災ステーション

①築堤

③築堤

②築堤

国管理区間

整備計画目標 流量配分図

高津川水系直轄河川改修事業
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1-3．高津川水系河川整備計画の策定作業について

■住民意見として約1,377件の意見を聴取
■学識経験者による懇談会を設置し、専門分野について意見を伺う
■関係機関及び関係自治体に意見を伺い策定

策
定
フ
ロ
ー

学
識
経
験
者
に
よ
る
懇
談
会

「高
津
川
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
川
づ
く
り
懇
談
会
」

松江工業高等専門学校名誉教授 （土木工学）裏戸 勉

NPO法人アンダンテ21 理事長

（河川利用・地域活性化）
吉田 篤志

島根大学生物資源科学部教授 （関係水利）長束 勇

元島根大学生物資源科学部助教授 （植物）杦村 喜則

益田市立雪舟の郷記念館館長 （地域文化・文化財）川崎 由美子

社会福祉法人希望の里施設長 （福祉）橋本 清

NPO法人島根県在来魚保護協会 専務理事

（関係漁業・魚類）
中村 幹雄

高津川・安全で安心できる地域づくりの会副会長

（水害経験者）
澁谷 護

職 名（専門分野等）氏 名

高津川の魅力あふれる川づくり懇談会

委員名簿

（敬称略 五十音順）

高津川水系河川整備計画 スケジュール
高津川水系河川整備方針

H18.2.24策定

整備計画原案の立案

高津川水系河川整備計画
決定・公表

県知事 関係市長（益田市）

県関係部局（環境、水道、
工業用水道、文化財保護等）

地方農政局長

環境省

地方経済産業局長

・原案に対する意見の聴取

高津川の魅力あふれる川づくり懇談会

第１回 平成18年10月20日
関 係 住 民 （ 高 津 川 流 域 内 ）

第２回 平成19年12月21日
・整備計画原案の説明

・設立委員会

高津川全般の意見聴取

具体的な整備内容への意見聴取

素案の作成

案の作成

整備計画策定説明

…直接対応： 整備計画策定に関する情報を
直接説明及び意見聴取する目的とした対応

…情報集約： 整備計画策定に関する情報の
集約を目的とした対応

…情報開示： 整備計画策定に関する情報の
提供方法等の対応

流域の概要説明

現状と課題説明

河川の現状分析
と地域の意見の

集約

整備の目標設定

対策方針の検討

整備箇所の設定

整備効果等の検討

意見聴取

整備計画原案に対する
意見聴取

聴取意見のとりまとめ
及び対応策の立案

具体的な整備の目的

及び考え方の説明

関係機関協議

整備計画案作成

関 係 住 民 （ 高 津 川 流 域 内 ）

（Ｈ２０年７月）
・公報への掲載
・ホームページへの掲載（本文、概要版、意見反映状況）

現状の把握

高津川の魅力あふれる川づくり懇談会 ①原案の縦覧（益田市役所他 合計10箇所）
縦覧期間： H19年12月8日～H20年1月31日
意見聴取用紙配布及び意見箱の設置 →アンケート12通

②ホームページ（情報提供）

原案、住民説明会資料等掲載
意見聴取用紙の掲載 →アンケート 4通

③原案概要書の配布 H20年1月9日新聞折り込み 30,000部

原案概要書と意見聴取用紙を住民へ配布 →アンケート99通

整備計画案の修正

整備計画原案の

説明補足資料作成
（概要版等）

ホームページ（結果報告）
・住民意見総括と反映結果

第３回 平成20年3月26日

・意見総括結果報告と反映結果報告

・学識懇談会の意見総括

整備計画原案の公表

（方針資料）

①住民説明会
益田市中西地区連合自治会 H18年7月10日 11名
益田市吉田地区連合自治会 H18年7月24日 25名
益田市高津地区連合自治会 H18年8月 7日 20名
益田市西益田地区連合自治会 H18年8月 9日 50名
②出前講座
NPO法人アンダンテ21 H18年8月 9日 10名

高津川の川づくりに関するアンケート（H18年7月～11月）

住民説明会等 84通
「高津川いかだ下り大会」前日祭 84通
無作為抽出回収 1,209通
意見総数 1,377通を集約

ホームページ（情報提供）
・学識懇談会等の資料やﾆｭｰｽﾚﾀｰ、
ｱﾝｹｰﾄ様式などを提供中。
平成18年10月～

H19年12月

原案公表 平成19年12月17日

①住民説明会

・「高津川流域の概要」「現状と課題」を説明
・現地視察

益田市吉田地区連合自治会 H19年12月18日 23名
益田市西益田地区連合自治会 H19年12月20日 40名
益田市中西地区連合自治会 H19年12月22日 13名
益田市高津地区連合自治会 H20年 1月11日 35名
②NPO法人へのヒアリング
NPO法人アンダンテ21 H20年2月21日

縦覧期間： H19年12月8日～H20年1月31日

原案に対する意見集約

H20年4月～6月

ホームページ
（情報提供）
河川整備基本方針、
解説及び方針の策
定までの経緯につ
いて公開

住民へのアンケート用紙

懇談会の様子

住民説明会の様子

アンケート用紙 

～「高津川の川づくり」についてご意見をお聞かせください～ 

このアンケートは、「河川整備計画」を策定する際の参考とさせていただきたいと考えており

ますので、皆さんのご協力をお願いします。 

 

【性別・年齢等について教えてください】 

問１．性別  ①男性 ②女性  

 

問２．年齢  ①10 代 ②20代 ③30 代 ④40 代 ④50 代 ⑥60 代 ⑦70 代以上 

 

問３．ご職業 ①農業 ②漁業 ③自営業 ④会社員 ⑤公務員 ⑥学生 

       ⑦その他（     ） 

 

問４．お住まい ①益田市（     ）     ②その他 

      ※差し支えなければ、かっこ内に地区名を記入してください。 

 

【治水（洪水対策）についてお聞かせください】 

問５．これまでに洪水による被害を受けたことがありますか。（複数回答可能） 

       ①家屋の損壊  ②床上浸水  ③床下浸水  ④田畑の冠水  ⑤ない 

 

    （問５で「被害を受けたことがある」と回答された方に質問です。） 

  問５－１．どこで被害を受けられましたか。                      

       ①高津川の流域  ②それ以外    

 

問６．高津川は現在洪水に対して安全だと思いますか。 

       ①安全である  ②どちらでもない  ③危険である  ④わからない 

 

 （問６で「①安全である」と回答された方に質問です。） 

  問６－１．安全であると思う理由は何ですか。（複数回答可能） 

       ①あふれたことがないから    ②大雨はふらないから 

    ②堤防が高い（大きい）から   ④護岸が整備されているから 

        ⑤川がおおきいから            ⑥河川整備が完了しているから 

        ⑦その他（                          ） 

 （問６で「③危険である」と回答された方に質問です。）                         

  問６－２．危険であると思う理由は何ですか。（複数回答可能）                   

       ①よくあふれているから       ②川幅が狭いから 

        ③土砂が堆積しているから       ④樹木が生い茂っているから 

        ⑤堤防が低い（小さい）から   ⑥堤防の無いところがあるから 

        ⑦過去に被害を受けたから    ⑧岸が崩れそうだから 

高津川水系直轄河川改修事業

「高津川の魅力あふれる川づくり懇談会」で得られた主な意見

■住民アンケートの中で「洪水に対して安全であると思うか」という問いに対し、半
数近い人がまだ危険であるとの認識を持っているので、この辺りについても考慮す
ること。

■まず丈夫な堤防を造って、目標流量である4,900m3/sをストレートに流すという基本
的な考え方で進めて欲しい。

■河川整備計画が走り出した以降に、より良いものにしていくために重要なのが「Ｐ
ＤＣＡ」である。事業も計画もＰＤＣＡ的に見直して行くことが重要である。

■昭和58年の洪水では益田市街地が大変であったことから、行政として整備計画では
高津川のことだけしか述べられていないというように聞こえるので気にかかる。

■洪水に対する早期の整備を実施して欲しい。

■工事を実施する際には、漁協等の関係者や魚類の専門家に意見を聴いて行うこと。

■川の中の植物がないのもどうかと思うが、今は繁茂し過ぎており、洪水のときには
水が盛り上がるように流れている。水質の浄化には主に根がするものであるから、
上の部分をちょっと切るとかする対策が必要。

※高津川では、住民説明会だけでなくアンケート
により、住民意見を集約する。アンケートは地域
の多くの方に答えていただくため、広く配布、広報
を行う。
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高角

高角

現況河道の浸水想定範囲(4,900m3/s:高角地点) 整備計画実施後の浸水想定範囲(4,900m3/s:高角地点)

高
津
川

派川

白上川

高
津
川

派川

白上川

1-4(1)．高津川水系直轄河川改修事業による効果(下流部の氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる検討）

■ 下流区間（益田市街地）の整備計画目標流量（4,900m3/s：高角地点）流下時に想定される氾濫区域が解消する

198 ha浸水面積（ha）

541 戸床下浸水戸数

827 戸床上浸水戸数

0 ha浸水面積（ha）

0 戸床下浸水戸数

0 戸床上浸水戸数

現況河道の浸水想定範囲(4,900m3/s:高角地点) 整備計画実施後の浸水想定範囲(4,900m3/s:高角地点)

０．５m未満

０．５～２．０m未満

２．０m以上

メッシュ最大浸水深

高津川水系直轄河川改修事業

1
0
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派川分派点

高
津
川

派川

白上川

派川分派点

現況河道の浸水想定範囲(4,300m3/s:派川分派点) 整備計画実施後の浸水想定範囲(4,300m3/s:派川分派点)

高
津
川

派川

白上川

1-4(2)．高津川水系直轄河川改修事業による効果(上流部の氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる検討）

■ 上流区間（益田市街地）の整備計画目標流量（4,300m3/s：派川分派点）流下時に想定される氾濫区域が解消する
■ 整備計画実施後も安富地区の霞堤箇所で浸水が発生する

164 ha浸水面積（ha）

0 戸床下浸水戸数

140 戸床上浸水戸数

27 ha浸水面積（ha）

0 戸床下浸水戸数

0 戸床上浸水戸数

高津川水系直轄河川改修事業

安富地区

０．５m未満

０．５～２．０m未満

２．０m以上

メッシュ最大浸水深

1
1
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被害額（百万円） ④×⑤
年平均
被害額

年平均被害
額の累計=
年平均被害
軽減期待額

③
被害軽減額
（①-②）

④
区間平均
被害額

⑤
区間確率

0.0075

0.0025

202 320

103 424

26,957

41,3371/100 45,664 836 44,828

1/80 38,602 756

0

283

1/50

37,846

16,136 68 16,069

年平均
超過確率

1/10 21

②
事業を実施
した場合

①
事業を実施
しない場合

0.1000

1/30

3 121/5 3 0

21

1 1

8 10
51 232

127 0.0667

8,150 0.0133 109 118

■ 年平均被害軽減期待額の算定 （百万円）

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

年
平
均

超
過
確

率

0

300

600

900

1,200

1,500

被
害

額
（

億
円
）

1/5.3 1/10 1/30 1/50 1/80 1/100

被害額（事業前）

被害額（事業後）

被害軽減額

発生頻度多い

発生頻度少ない

被害小さい

被害大きい

1-5．高津川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（年平均被害軽減期待額の算定）

■計画規模1/100年確率を最大として検討
■年平均軽減期待額は約4億円
■整備目標流量以上の洪水における被害は、軽減しているものの未解消
■整備計画実施後も安富地区の霞堤箇所で浸水が発生

年平均被害額軽減期待額の合計 ＝4.24（億円）

高津川水系直轄河川改修事業

各区間確率の平均被害額

（Ｎi+1－Ｎi）×（Ｄi+1－Ｄi）／２ （※Ｄ：被害額、Ｎ：超過確率）

1
2
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1-6．高津川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（治水事業費の算定）

■整備計画で位置付けられている治水事業のうち、高津川河川防災ステーション及び堤防強化に係る費用を除き算定
■整備計画対象期間（30年）における事業費は約90億円
■維持管理費は、評価対象期間（整備計画対象期間＋整備計画対象期間終了後の評価期間50年）で毎年事業費の0.5%を計上し約29億円

高津川水系直轄河川改修事業

約９０億円合計

０．２億円
河積確保

・河床掘削（0.4k～0.7k）
匹見川

８９．６億円

堤防整備

・築堤（0.0k～0.2k右岸 ，2.4k～2.8k右岸 ，5.6k
～6.3k右岸）

河積確保

・河床掘削（0.2k～4.0k ，4.9k～9.5k）*1)

高津川

事業費事業内容河川名

*1)河床掘削には樹木伐開を含みます。

1
3
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600

500

400

300

200

100

0

100

200

300

400

500

H20
(基準年)

H25 H30 H35 H40 H45 H50 H55 H60 H65 H70 H75 H80 H85 H90 H95

事業費(各年度価格)

維持管理費(各年度価格)

便益(各年度価格)

維持管理費（現在価値化）

事業費（現在価値化）

便益(現在価値化)

1-7．高津川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（費用便益比）

便
益

(B
)

（
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
）

費
用

(C
)

（
事

業
費

＋
維

持
管

理
費

）

（百万円） 整備計画対象期間(30年) 整備計画対象期間終了後の評価期間(50年）

便益は段階的
に向上 整備計画対象期間

後評価期間50年は、
毎年同額

（百万円）

便益（現在価値化）：60億円

事業費（現在価値化）：44億円

維持管理費（現在価値化）：5億円

治水事業の便益については、整備計画
対象期間内を等分割させて効果を発現

整
備
計
画
策
定
（
評
価
開
始
時
点
）

河川事業費

治水事業における便益

維持管理費

高津川水系直轄河川改修事業

■年平均被害軽減期待額は、事業の進捗に伴い発現し、整備計画対象期間後50年まで評価する
■事業費は、整備計画が策定された平成19年以降の事業費を評価する

1
4
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1-8．高津川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（費用便益比の算定）

■総便益は、評価期間後の残存価値2億円を加え約62億円となる
■総費用は、整備計画にかかる事業費及び維持管理費を合計し約50億円となる
■費用便益比（B/C)は1.24となり、整備計画による便益が費用を上回る

●費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ ６２ ／ ５０ ＝ １．２４

高津川水系直轄河川改修事業

90億円○総事業費

約50億円

5億円

44億円

62億円

2億円

60億円

4.24億円

◎総費用Ｃ (③+④)

④維持管理費

③建設費

○総費用(整備計画対象期間30年+整備計画対象期間後50年：現在価値化)

◎総便益Ｂ (①+②)

②残存価値

①便益

〇総便益(整備計画対象期間後50年間を見込む：現在価値化)

〇年平均被害軽減期待額

1
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1-9．今後の対応方針

①事業の必要性等の視点

【今後の対応方針】

②事業の進捗の見込み

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

2)事業の投資効果

3)事業の進捗状況

○流域内の人口・世帯数は減少しているが、近年、相次いで開発された萩・石見空港、石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰ
ﾊﾟｰｸ、益田地区国営農地開発事業を基盤とした工業・農業等の振興が期待されている。

○近年でも洪水被害を受けており、治水事業の要望は強い。

○費用便益費(B/C)＝1.24 （平成20年度時点）

○平成20年7月3日高津川水系河川整備計画（国管理区間）策定。
○整備計画対象期間概ね30年を目標に事業を遂行。

○住民意見、関係自治体の長並びに関係機関の意見を伺い策定していることから、今後の円滑な事業進
捗が見込まれる。

○奥田箇所については、着手しており順調に進捗している。

○住民意見、関係自治体、関係機関及び学識経験者等に意見を伺い策定した計画であることか、現時点
では妥当な計画となっている。

○事業の投資効果も高いことから、代替え案の検討の必要は無いと考える。

○上述より、高津川水系河川整備計画対象区間において、治水安全度向上の必要性、費用対効果、地
元の協力体制等の観点から事業継続が妥当。

○今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも配慮して事業を進
め、より一層の事業効果の発現に努める。

高津川水系直轄河川改修事業

1
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基準地点：行徳 ■

袋川：L=3.6km 

袋川：L=3.2km 

古神護川：L=0.1km

神護川： 
L=1.6km 

新袋川・袋川： 
L=9.5km 

八頭町
若桜町

智頭町

鳥取市千代川：L=26.0km

八東川：L=1.3km 

殿ダム
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2-1．千代川水系の流域及び河川の概要

流域及び氾濫域の諸元 流域図
流域面積 ：1,190km2

幹川流路延長 ：52km
流域内人口 ：約20万人
想定氾濫区域面積 ：64km2

想定氾濫区域内人口 ：約9.4万人
想定氾濫区域内資産額：約1.4兆円
関係市町村 ：鳥取市、智頭町、

八頭町、若桜町

河川整備基本方針と河川整備計画
計画降雨：325mm/2day(W=1/100)
基本高水のピーク流量：6,300m3/s(行徳地点)
計画高水流量 ：5,700m3/s(行徳地点)
整備計画目標：昭和54年10月洪水

4,200m3/s(行徳地点)

■鳥取市の中心部を流れており、地域の経済や文化の中心地となっている。また、河口右岸には鳥取砂丘があり観光で賑わっている
■山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置し、水はけが悪く、内水被害が発生しやすい地形
■千代川流域の降雨量は約2,000mmで、本川沿いでは少なく三方の山地部で多い

地形・河川特性及び降水量

■千代川本川の河床勾配は下流で比較的緩やか
■山地に取り囲まれた中央に鳥取平野が位置し、
水はけが悪く、内水被害が発生しやすい地形

0

20 0

4 0 0

6 0 0

8 0 0

1 , 0 0 0

1 , 2 0 0

1 , 4 0 0

0 . 0 1 0 . 0 2 0 . 0 3 0 . 0 4 0 . 0 5 0 . 0 6 0 . 0
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標 高 ( T . P . + m )

袋 川

土 師 川

八 東 川

千 代 川

中 流下 流 上 流
約 1/ 1 , 5 0 0
～ 1 / 4 0 0

約 1 / 2 3 0
～ 1 / 1 0 0

約 1 / 1 0 0
～ 1 / / 5 0 (幹 川 ）

佐 治 川

鳥取平野

年平均降雨量分布図(平成7年～平成16年データに基づき作成)

▲

▲

▲

▲那岐山(1,240)

氷ノ山
(1,510)

沖の山
(1,319)

扇ノ山
(1,310)

▲
三国山
(1,252)

降雨特性

■中国地方の中でも多雨地域
■千代川流域の降雨量は約2,000mmで、本川沿い
では少なく三方の山地部で多い

主な洪水被害と既定計画

国道53号

中
橋

千代川

鳥取市用瀬地区の増水鳥取市用瀬地区の増水状況状況

平成10年10月洪水

これまでの治水事業

計画高水流量配分図

破損・浸水： 943戸215mm/2日約2,500m3/s台風23号昭和40年9月洪水

平成18年4月：河川整備基本方針の策定 計画流量：5,700m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

破損・浸水： 5,555戸207mm/2日約2,500m3/s伊勢湾台風昭和34年9月洪水

破損・浸水： 99戸202mm/2日約3,200m3/s台風21号平成16年9月洪水

昭和41年3月：工事実施基本計画の策定 計画流量：4,700m3/s、（基本高水ピーク流量：4,700m3/s)

破損・浸水： 722戸180mm/2日約2,700m3/s第2室戸台風昭和36年9月洪水

破損・浸水： 1,355戸285mm/2日約4,300m3/s台風20号昭和54年10月洪水

昭和59年3月：工事実施基本計画の改定 計画流量：5,500m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

平成19年5月：河川整備計画の策定 計画流量：4,200m3/s（殿ダム調節前4,300 m3/s）

破損・浸水： 201戸165mm/2日約3,600m3/s台風10号平成10年10月洪水

破損・浸水：13,888戸204mm/2日約6,400m3/s台風(既往第1位)大正7年9月洪水

被害状況流域平均
2日雨量流 量成 因洪水名

破損・浸水： 943戸215mm/2日約2,500m3/s台風23号昭和40年9月洪水

平成18年4月：河川整備基本方針の策定 計画流量：5,700m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

破損・浸水： 5,555戸207mm/2日約2,500m3/s伊勢湾台風昭和34年9月洪水

破損・浸水： 99戸202mm/2日約3,200m3/s台風21号平成16年9月洪水

昭和41年3月：工事実施基本計画の策定 計画流量：4,700m3/s、（基本高水ピーク流量：4,700m3/s)

破損・浸水： 722戸180mm/2日約2,700m3/s第2室戸台風昭和36年9月洪水

破損・浸水： 1,355戸285mm/2日約4,300m3/s台風20号昭和54年10月洪水

昭和59年3月：工事実施基本計画の改定 計画流量：5,500m3/s、（基本高水ピーク流量：6,300m3/s)

平成19年5月：河川整備計画の策定 計画流量：4,200m3/s（殿ダム調節前4,300 m3/s）

破損・浸水： 201戸165mm/2日約3,600m3/s台風10号平成10年10月洪水

破損・浸水：13,888戸204mm/2日約6,400m3/s台風(既往第1位)大正7年9月洪水

被害状況流域平均
2日雨量流 量成 因洪水名

：基準地点

：国土交通大臣管理区間

：流域界

：県境

：市町村界

：整備計画対象区間

凡 例

鳥取市東町鳥取市東町((鳥取県庁前鳥取県庁前))

昭和54年10月洪水

 

本本川川付付替替（（捷捷水水路路））
((TT1155～～SS66)) 

袋袋川川付付替替((新新川川開開削削))  
((SS33～～SS99)) 

付替以前の河道

河河口口のの付付替替ええ  ((SS4499～～SS5588)) 

大大路路川川合合流流点点付付替替  
((HH1100～～HH1133)) 

現現在在のの河河口口((HH1166..22撮撮影影))  

・堤防整備率(完成堤の比率
：H20.5)は、
千代川：約66％
新袋川・袋川：約62%
袋川(旧袋川)：約62%
八東川：約100%

■

(m3/s)

基本高水ピーク流量：6,300m3/s

千代川水系直轄河川改修事業
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秋里潮止堰改修 

3.8k 
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①河床掘削
(秋里潮止堰改修)

②河床掘削
(古海揚水堰改修

)

④河床掘削
(大淵頭首工改修

)

③河床掘削
(徳吉堰改修、
八日市堰改修)

⑥
樹
木
伐
採

⑦
樹
木
伐
採

⑨
樹
木

伐
採

⑧
樹
木
伐
採

⑤河床掘削

②
築
堤

③
築
堤

④
築
堤

⑥築堤

①
築
堤

⑦築堤

⑤
築
堤

0 1k 2k 3k

①河床掘削

2-2．千代川水系河川整備計画における治水事業の概要

治水に係る整備内容

■「人々が笑顔で安全に暮らせる川づくり」等を基本理念に、国管理区間である45.3kmを対象とする
■戦後最大の昭和54年10月洪水に対して流水の安全な流下を目指す(行徳地点4,200m3/s)
■河川整備の計画対象期間は概ね20年間

堤防整備

■堤防の高さや幅の足りない区間の築堤を実施する

＜殿ダム＞
■洪水調節のほか正常流量及び上・工業用水の補給と発
電を目的とした多目的ダムとして建設

■平成24年3月完成目標に建設中

袋川左岸 3.2k～ 3.46k 湯所地先⑦

袋川右岸 5.4k～ 6.6k※宮ノ下地先⑥

千代川右岸24.4k～25.3k用瀬地先⑤

千代川右岸19.8k～ 20.2k国英地先④
千代川左岸16.8k～ 17.0k渡一木地先③

千代川左岸14.8k～ 15.4k袋河原地先②

千代川右岸13.4k ～14.4k稲常地先①

区間地先名No

(m)

No.②(15.0k) 横断図

築堤

用
地
境
界

H.W.L.=T.P+23.07

(T.P.m)(T.P.m)

※5.4k～5.8kまではH18年度暫定施工済み

千代川24.0k～24.9k
千代川22.8k～23.8k
千代川18.9k～21.6k
千代川5.1k～5.8k
千代川3.6k～4.2k

区間

美成地先⑤
大淵頭首工の改修八日市地先④
徳吉堰、八日市堰の改修佐貫地先③
古海揚水堰の改修古海地先②
秋里潮止堰の改修秋里地先①

備考地先名No

千代川20.1k～20.8k
千代川13.6k～13.75k

千代川6.9k～7.45k
千代川4.7k～5.4k

区間

八日市地先⑨
稲常地先⑧

菖蒲地先⑦
古海地先⑥

備考地先名No

河積確保のための河床掘削を実施する区間

河積確保のための樹木伐開を実施する区間

河積確保

ダム完成予想図

堤 高：約75m
堤頂長：約294m
堤体積：約200万m3

調節方式：自然調節方式

整備計画目標 流量配分図 ダム建設

千代川水系直轄河川改修事業

1
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2-3．千代川水系河川整備計画の策定作業について

■河川整備計画の目標設定の参考にするため住民意見として約2,700件の意見を聴取、河川整備計画の原案に関して168件の意見を聴取
■学識経験者による懇談会を設置し、専門分野について意見を伺う
■関係機関及び関係自治体に意見を伺い策定

策
定
フ
ロ
ー

学
識
経
験
者
に
よ
る
懇
談
会

「
千
代
川
の
今
後
を
考
え
る
学
識
懇
談
会
」

第1回懇談会(H18.8.7)の様子

第2回懇談会(H18.11.13)の様子

第3回懇談会(H19.1.25)の様子

第4回懇談会(H19.2.23)の様子

住民説明会の模様
(用瀬会場:H18.8.9)

住民説明会の模様
(鳥取会場:H18.8.10)

原案概要書(H19.1.22新聞折込)

千代川の川づくりに関するアンケート

「千代川の今後を考える学識懇談会」で得られた
主な意見

■樹木による流下能力が低下している。河川域の
樹木の考え方の整理をしてもらいたい。

■生物の重要度に応じて水辺の整備を考えてほし
い。

■魚道の構造は、多様な魚が行き来できるように
配慮してもらいたい。

■本事業のB/C=2.9という数値は、事業を行う価値
があるといえる。

■環境について便益（B)にどのように織り込むか、
将来的課題として検討してほしい。

第5回懇談会(H20.9.16)の様子

千代川の今後を考える学識懇談会 委員名簿 

氏  名 職  名 （専門分野） 

委員長 

道上 正矢見 

財団法人とっとり政策総合 

研究センター 理事長 

(地域づくり、土木(治水))

安藤 重敏 

鳥取市立逢坂小学校 校長 

(元鳥取県立博物館 副館長) 

(環境(魚類))

清末 忠人 
鳥取自然保護の会 会長 

(環境(植物)) 

小林 朋道 
鳥取環境大学環境情報学部 教授 

(関係漁業、環境(動物)) 

北村 義信 
鳥取大学農学部 教授 

(関係水利)

福田 紀生 
日本野鳥の会 鳥取県支部 

(環境(鳥類))

矢島 啓 
鳥取大学工学部 助教授 

(河川工学)

矢野 孝雄 
鳥取大学地域学部 教授 

(歴史文化)

小野 達也 
鳥取大学地域学部 教授 

(経済)

（敬称略）

…直接対応：　整備計画策定に関する情報を
             直接説明及び意見聴取する目的とした対応
…情報集約：　整備計画策定に関する情報の
             集約を目的とした対応
…情報開示：　整備計画策定に関する情報の
             提供方法等の対応

1.千代川水系河川整備計画全体フロー
千代川水系河川整備基本方針

H18.4.24策定

整備計画素案の立案

千代川の今後を考える学識懇談会

第１回　平成18年8月7日
 

第２回　平成18年11月13日

関　係　住　民　（　千 代 川 流 域 内 　）

　・策定方針、意見聴取方法等

　　　　　　　　　平成18年～

内部協議

地方整備局河川部

※千代川では、住民説明会だけでなくアンケー
トにより、住民意見を集約する。アンケートは
地域の多くの方に答えていただくため、広く配
布、広報を行う。

・設立委員会
・｢千代川流域の概要｣｢現状と課題｣を説明

・千代川直轄管理区間の現地調査

千代川全般の意見聴取 素案の作成

整備計画策定説明

流域の概要説明

現状と課題説明

河川の現状分析
と地域の意見の

集約

整備の目標設定

対策方針の検討

整備箇所の設定

整備効果等の検討

意見聴取

現状の把握

・戦後最大の洪水を 安全
に流下させる

・目先の改修　等

（方針資料）

千代川の今後を考える住民説明会
上流（用瀬町民会館）１回　58人
下流（県民文化会館）１回　20人

千代川の川づくりに関するアンケート
平成18年8月9･10日(一般対象）　　 　70通
　住民説明会会場
平成18年10月～(一般対象）
　記者発表によるｱﾝｹｰﾄ依頼      　  17通
　鳥取市の流域内の小学校に依頼  2,401通
　千代川流域圏会議賛助会員に依頼
　道の駅､市役所等への配布          27通
　ｲﾍﾞﾝﾄでの配布(土木の日､源流探訪)158通

広報誌への情報掲載（情報提供）
・住民説明会の開催通知（H18年8月1日）
鳥取市、八頭町、若桜町、智頭町（7万世帯）

ローカルＦＭ局における広報　１回（8月）

千代川流域圏会議への説明
・河川利用団体､漁協､地元活動
団体など

千代川ﾆｭｰｽ（毎月１回情報提供）
　配布部数　　７万部
平成18年 8月1日　住民説明会開催案内
平成18年 9月15日 学識懇談会開催状況
平成18年10月15日 洪水の痕跡
平成18年11月15日 ｱﾝｹｰﾄ結果及び依頼案内

出前講座等　1回(H18年9月5日)
（NPO鳥取環境市民会議）

ホームページ（情報提供）
・学識懇談会等の資料やﾆｭｰｽﾚﾀｰ、ｱﾝｹｰﾄ様
式などを提供中。　平成18年10月～

H18年12月

鳥取市への説明

・流域の概要、現状と課題説明
・関係住民の説明に対する協力依頼　平成18年～

意見総数　２, ６７３を集約

千代川水系河川整備計画
策定・公表

県知事 関係市長（鳥取市）

県関係部局（環境、水道、
　工業用水道、文化財保護等）

地方農政局長

環境省

地方経済産業局長

　・素案に対する意見の聴取

第３回　平成19年1月25日
・整備計画素案の説明
・整備計画素案への意見聴取

具体的な整備内容への意見聴取 案の作成

整備計画素案に対する
意見聴取

聴取意見のとりまとめ
及び対応策の立案

具体的な整備の目的
及び考え方の説明

関係機関協議

整備計画案作成

関　係　住　民　（　千 代 川 流 域 内 　）

（Ｈ１９．５）
・公報への掲載
・ホームページへの掲載（本文、概要版、意見反映状況）

千代川の今後を考える学識懇談会 　　情報提供手段

●広報誌
鳥取市､八頭町､若桜町､智頭

町（7万世帯）H19年2月1日

●ローカルＦＭ局
　　　　　　 H19年2月6日

①素案の縦覧（事務所､出張所、市役所、支所）
　　縦覧期間：1月15日～1月31日
　　意見聴取用紙配布及び意見箱の設置
②ホームページ（情報提供）
　　原案、住民説明会資料等掲載
　　意見聴取用紙の掲載
③素案概要書の配布
　　素案概要書と意見聴取用紙を住民へ配布

整備計画素案の修正

整備計画素案の
説明補足資料作成

（概要版等）

①広報誌(きなんせ､千代川ﾆｭｰｽ等)への情報掲載（結果報告）
・住民意見総括と反映結果
②ホームページ（結果報告）
・住民意見総括と反映結果

第４回　平成19年2月23日
・意見総括結果報告と反映結果報告
・学識懇談会の意見総括

整備計画素案の公表

素案に対する意見集約

素案公表　平成19年1月17日

①千代川の今後を考える住民説明会
※対象者：千代川直轄管理区間の沿川市町住民
千代川上流（河原町・用瀬町）H19年1月17日（水）意見11通
袋川（国府町）　　　　　　　H19年1月18日（木）意見 3通
千代川下流（旧鳥取市）　　　H19年1月20日（土）意見15通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計29通

②関係団体の説明
※案：漁協、土地改良区等

千代川水系河川整備計画
事業実施

第５回　平成19年9月16日
・整備計画の事業評価報告
第5回 平成20年9月16日
・治水事業の事業評価

千代川水系直轄河川改修事業

1
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行徳

千
代
川

新袋川・袋川

行徳

千
代
川

新袋川・袋川

2-4．千代川水系直轄河川改修事業による効果（氾濫シミュレーションによる検討）

■整備計画目標流量(4,200m3/s行徳地点)流下時に想定される氾濫区域が解消する

現況河道の氾濫区域(S54.10洪水)

1,640 ha浸水面積（ha）

4,930 戸床下浸水戸数

10,520 戸床上浸水戸数

0 ha浸水面積(ha)

0 戸床下浸水戸数

0 戸床上浸水戸数

０．５m未満

０．５～２．０m未満

２．０m以上

メッシュ最大浸水深

整備計画実施後の氾濫区域(S54.10洪水)

千代川水系直轄河川改修事業

2
0
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①
事業を

実施しない場合

②
事業を

実施した場合

③
被害軽減額
(①－②)

1/5 0 0 0

1/100 934,641 723,489 211,152

年平均
超過確率

被害額(百万円)
④

区間平均
被害額

⑤
区間確率

④×⑤
年平均
被害額

年平均被害
額の累計＝
年平均被害
軽減期待額

414 0.100 41 41

5,495 0.067 366
1/10 827 0

407
1/30 10,437 274 10,164

99,772 0.013 1,330 1,737

827

198,121 0.008 1,486
1/50 546,977 357,596

3,223
1/80 807,149 600,288 206,861

209,007 0.003 523 3,746

189,381

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

年
平
均
超
過

確
率

1/5 1/10 1/30 1/50 1/80 1/100

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

被
害
額
(
億
円
) 被害額(事業前)

被害額(事業後)

被害軽減額

2-5．千代川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（年平均被害軽減期待額の算定）

■計画規模1/100年確率を最大として検討
■河川改修による年平均軽減期待額は約37.5億円、殿ダムによる年平均軽減期待額は約50.8億円
■整備目標流量以上の洪水における被害は、軽減しているものの未解消

発生頻度

多い
発生頻度

少ない

被害小さい

被害大きい

河川改修による年平均被害軽減期待額＝37.5億円

殿ダムによる年平均被害軽減期待額＝50.8億円(不特定ダムの便益14.9億円を含む)

千代川水系直轄河川改修事業

各区間確率の平均被害額

（Ｎi+1－Ｎi）×（Ｄi+1－Ｄi）／２ （※Ｄ：被害額、Ｎ：超過確率）

2
1



18

2-6．千代川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（治水事業費の算定）

■整備計画で位置付けられている治水事業のうち、堤防強化に係る費用を除き算定
■河川改修の整備計画対象期間(20年)における事業費は約95.0億円
■河川改修の維持管理費は、評価対象期間(整備計画対象期間終了後の評価期間50年)で毎年事業費の0.5%を計上し約24.0億円
■殿ダムの整備計画対象期間(H19～H23)における事業費は約446.0億円
■維持管理費は、評価対象期間(殿ダム完成後の評価期間50年)でダム費+管理設備費の1.19％(中国地方整備局実績)を計上し約155.8億円

堤防整備
・築堤(13.4k～14.4k右岸，14.8k～15.4k左岸，16.8k～

17.0k左岸，19.8k～20.2k右岸，24.4k～25.3k右岸）
河積確保
・河床掘削(3.6k～4.2k，5.1k～5.8k，18.9k～21.6k，22.8k

～23.8k，24.0k～24.9k) ※1) 

千代川

541.0億円合 計

446.0億円※2)ダム建設

・殿ダム

95.0億円

堤防整備
・築堤(5.4k～6.6k右岸，3.2k～3.46k左岸)

袋川

事業費事 業 内 容河川名

※1)河床掘削には樹木抜開を含む。また、堰等の横断構造物に改修が伴う場合はその事業費も含む。

※2)治水分(洪水調節と不特定補給に関わるもの)

千代川水系直轄河川改修事業

2
2
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15,000

10,000

5,000

0

5,000

10,000

15,000

H19(基準年) H24 H29 H34 H39 H44 H49 H54 H59 H64 H69 H74 H79 H84
(年)

(百万円)

事業費(河川:各年度価格) 事業費(ダム:各年度価格)

維持管理費(河川:各年度価格) 維持管理費(ダム:各年度価格)

便益(河川:各年度価格) 便益(ダム:各年度価格)

便益(現在価値化) 事業費(現在価値化)

維持管理費(現在価値化)

整備計画期間 整備計画事業完成後の評価期間(50年)

便
益
(
B
)

(
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
)

費
用

(
C
)

(
事

業
費

＋
維

持
管

理
費

)

ダム完成後(50年)殿ダム完成(H23)

ダム事業における便益

河川事業における便益

ダム維持管理費河川事業費

ダム事業費

整備計画完成(H38)

河川維持管理費

便益(現在価値化):1,575.2億円

事業費(現在価値化):470.7億円

維持管理費(現在価値化):86.6億円

整
備
計
画
策
定
(
評
価
開
始
時
点
)

2-7．千代川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（費用便益比）

■年平均被害軽減期待額は、事業の進捗に伴い発現し、整備計画対象期間後50年まで評価する
■事業費は、整備計画が策定された平成19年以降の事業費を評価する

便益は段階的
に向上

整備計画対象期
間後評価期間50
年は、毎年同額

便
益

(B
)

（
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
）

費
用

(C
)

（
事

業
費

＋
維

持
管

理
費

）

治水事業の便益については、整備計画
対象期間内を等分割させて効果を発現

千代川水系直轄河川改修事業

2
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■総便益は、評価期間後の残存価値20.5億円を加え約1,595.7億円となる
■総費用は、治水事業にかかる事業費及び維持管理費を合計し、557.3億円となる
■費用便益比(B/C)は2.9となり、治水事業による便益が費用を上回る

2-8．千代川水系直轄河川改修事業の費用便益分析（費用便益比の算定）

●費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １,５９５.７ ／ ５５７.３ ＝ ２.９

千代川水系直轄河川改修事業

⑧維持管理費

⑦事業費

⑥維持管理費

⑤事業費 63.2億円●河川改修

4.9億円

407.5億円●殿ダム

81.7億円

④残存価値

③便益

①便益

②残存価値

17.9億円

2.6億円

50.8億円

37.5億円

●殿ダム

●河川改修

787.7億円○総事業費

557.3億円

1,595.7億円

975.8億円

599.4億円

88.2億円

◎総費用Ｃ (⑤+⑥+⑦+⑧)

○総費用(整備計画対象期間20年+整備計画対象期間後またはダム完成後50年：現在価値化)

◎総便益Ｂ (①+②+③+④)

●殿ダム

●河川改修

〇総便益(整備計画対象期間後またはダム完成後50年間を見込む：現在価値化)

〇年平均被害軽減期待額
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2-9．今後の対応方針

【今後の対応方針】

②事業の進捗の見込み

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

2)事業の投資効果

3)事業の進捗状況

○中国横断自動車道（姫路鳥取線）が建設中であり、物流量や入り込み客数の増加が期待される地域交
通の要衝でもある。

○費用便益費(B/C)＝2.9 （平成19年度）

○平成19年5月千代川水系河川整備計画策定。
○整備計画対象期間概ね20年を目標に事業を遂行。

○住民意見、関係自治体の長並びに関係機関の意見を伺い策定していることから、今後の円滑な事業進
捗が見込まれる。

○国英地区、宮ノ下地区等については事業に着手しており順調に進捗している。

○住民意見、関係自治体、関係機関及び学識経験者等に意見を伺い策定した計画であることか、現時点
では妥当な計画となっている。

○事業の投資効果も高いことから、代替え案の検討の必要は無いと考える。

○上述より、千代川水系河川整備計画対象区間において、治水安全度向上の必要性、費用対効果、地
元の協力体制等の観点から事業継続が妥当。

○今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも配慮して事業を進
め、より一層の事業効果の発現に努める。

①事業の必要性等の視点

千代川水系直轄河川改修事業
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